
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えほん 

低学年 
  

 
   クリスマス マーケット 

  ～ちいさなクロのおはなし～ 

降矢なな 文・絵 福音館書店 

 
12がつ、まちのひろばにクリスマ

スマーケットができます。そのひろ

ばのクリスマスツリーのしたに、まっ

くろなこいぬがすてられていました。

こいぬは、クロとなづけられ、いちば

のにんきものになります。 

あるひ、いちばにかいものにきた

おんなのこがおとしていった、白い

ぬいぐるみをみつけたクロは、その

こスノゥをとどけようとおもいます。 

 きみにおやすみをいうまえに 

ジョルジョ・ヴォルペ 文  

パオロ・ブロイエッティ 絵  

  ほりぐちみのり 訳   工学図書  

もりのはっぱが、きいろやオレン

ジにそまるとき、ロッソとクイックは

むちゅうであそびます。 

やがて、ふゆのにおいがかんじ

られると、ロッソにとってかなしいき

せつがやってきます。いちばんなか

よしのクイックがねむりについて、

はるまであえなくなるのです。どうし

たら、おきていてくれるのか、ロッソ

は、かんがえます。 

ななちゃんのたからもの 
小手鞠るい 作 すずきみほ 絵 

岩崎書店  

  

  

 

小
しょう

学
がく

二年
ねん

生
せい

のきくのちゃんは、本
ほん

の

ほかに友
とも

だちはいなくてもへいきとい

うほど、本がだいすきです。ある日
ひ

、お

ばあちゃんの「ななちゃん」がいるアメ

リカへあそびに行
い

きました。そこは森
もり

の家
いえ

で、庭
にわ

に動
どう

物
ぶつ

たちがやってきま

す。ある朝
あさ

、うさぎのみみちゃんを見
み

た

きくのちゃんは、なかよくなりたい、友

だちになりたいと思
おも

いました。 

 

ヤモリ 3 きょうだい 
やぎたみこ 作 

 理論社 

  

 
きょうはママのおたんじょうび。よるは

かぞくでパーティがあるのに、そうたくん

とげんたくんのおへやはちらかっていま

す。かいものにいくパパからきれいにし

ておくようにいわれますが、なかなかは

かどりません。ふたりはおかたづけがだ

いきらいなんです。そこへ 1ぴきのヤモリ

があらわれました。ひとのいえをまもる

ヤモリのひみつをおしえてもらいます。 

 



 

  

中学年 

高学年以上 
  

 

暗やみに能
のう

面
めん

ひっそり        

    佐藤まどか 作 アンマサコ 絵 

BL 出版 

 宗
そう

太
た

は 4年生。かあさんと二人暮
ぐ

らしだが、

夏休みにかあさんが海
かい

外
がい

出
しゅっ

張
ちょう

に行く間、京都

のおじいちゃんのところで過ごすことになっ

た。小さいころに一度会っただけでよく覚えて

いなかったが、時
じ

代
だい

劇
げき

っぽいつくりの家での京

都の古い暮らしにびっくりすることばかり。 

かべには能面がたくさんあって最初はこわ

いと思ったが、能面師のおじいちゃんの仕事

を見て、木のかたまりから作り出すことを知

り、自分でも作りたくなってきた。 

 宗太はおじいちゃんに教わりながら、能面づ

くりにちょうせんしてみることにした。 

しかばねの物語－チベットのむかしばなし－ 

  星泉 編訳 蔵西 絵 

のら書店 

手に入れることができれば、世界中の人々

をしあわせにすることができるという、特別な

しかばね。トンドゥプは、哲
てつ

学
がく

者
しゃ

の竜
りゅう

樹
じゅ

大
だい

師
し

のところに、そのしかばねを連れてくることを

ちかう。ただし、しかばねを背負い、歩き続け

る旅のあいだ、ひと言も口をきいてはいけな

いという。 

デチュー・サンボという名前を大師にもらっ

たトンドゥプは、山と谷をこえた先の墓
はか

場
ば

か

ら、しかばねを背負い、大師の元へ向かう。 

ひと言も話さないデチュー・サンボに、おし

ゃべりなしかばねは物語を話し始めた。 

チベットで語りつがれてきたむかしばなし。 

子ぎつねと音のなる石 
 くすのきしげのり 作 酒井以 絵 

あかね書房 

これは、まだランプをつかっている家があった

ころの話です。 

わかい音楽家のジンはきままに旅
たび

をしながら

曲
きょく

をつくり、歌をうたってくらしていました。ある町

の小さな宿
やど

にとまったときのこと。つくったばかり

の曲を口ずさんでいると、いつのまにか小さな女

の子がそばできいていました。しばらくすると女

の子はふしぎな石をジンに手わたします。それ

はたたくと美しい音のなる石、「カンカン石」。そ

の音は、二人のすんだ心にひびきわたりました。 

美しい音色で出会った 2 人の心温まる物語で

す。 

６年生の若
わか

羽
ば

は、自分のお父さんのことが

好きなのか嫌
きら

いなのか分からない。自分の知

らない不
ふ

思
し

議
ぎ

な世界のお話をしてくれて、小さ

い頃
ころ

はすごいなって思っていたけど、お母さん

が悲しむこともしてしまうし、今はなんだかよく

分からない会社で働いている。だから、「自分

の尊敬する人」をクラスで発表したとき、クラス

メイトの待
まち

鳥
どり

くんが、「僕
ぼく

の尊敬する人は、父で

す」と堂々と言い、幸せな子だなあと思った。 

 一方、 “待鳥くん”こと慧
さとし

は、いつも正しい自

分の父親のことを憧
あこが

れていたが、少しだけ息

苦しさも感じていた。 

尊
そん

敬
けい

する人はいません 

<今のところ> 
中山聖子 作 合田里美 絵 

文研出版 

 


